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三ツ橋 敬子●東京藝術大学及び同大学院を修了。ウィーン国立音楽大学と
キジアーナ音楽院に留学。小澤征爾、小林研一郎、ジェルメッティ、アッ
ツェル、シュナイト、湯浅勇治、松尾葉子、高階正光の各氏に師事。2006
年トスカーナ管弦楽団とのツアーを指揮してヨーロッパデビュー。2008年
第10回アントニオ・ペドロッティ国際指揮者コンクールにて優勝。併せて
聴衆賞、ペドロッティ協会賞を受賞し、最年少優勝で初の3冠に輝いた。
2010年第9回アルトゥーロ・トスカニーニ国際指揮者コンクールにて女性
初の受賞者として準優勝。併せて聴衆賞も獲得。これまでに札幌交響楽
団、読売日本交響楽団、東京フィルハーモニー交響楽団、東京交響楽団、
新日本フィルハーモニー交響楽団、オーケストラ・アンサンブル金沢、大
阪フィルハーモニー交響楽団、京都市交響楽団等と共演している。2021年
4月、コロナ禍においてNHK交響楽団デビューを飾り、その堅実な解釈力
と手腕に対し各方面より称賛を得た。※写真・資料提供：㈱KAJIMOTO
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第33回丹沢音楽祭の
        指揮者・三ツ橋敬子さん

インタビュー

音
楽
に
は
人
と
人
を
つ
な
ぐ
力
が
あ
る

2009年 Newsweek Japan誌で
「世界が尊敬する日本人１００人」に選出

　
――
世
界
的
に
活
躍
さ
れ

て
い
る
マ
エ
ス
ト
ロ
で
す

が
、
こ
こ
秦
野
ま
で
お
越
し

い
た
だ
け
る
こ
と
に
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今

回
、
丹
沢
音
楽
祭
の
指
揮
を

お
引
受
け
い
た
だ
け
た
き
っ

か
け
、
想
い
、
お
気
持
ち
を

お
教
え
く
だ
さ
い
。

　
日
本
中
、
世
界
中
の
様
々

な
場
所
で
、
一
人
で
も
多
く

の
方
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
や

生
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
機
会
を

持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
…
と

い
う
の
は
私
の
夢
の
一
つ
で

す
。
今
回
、
秦
野
の
皆
さ
ま

が
大
切
に
さ
れ
て
い
る
音
楽

祭
に
ご
一
緒
で
き
ま
す
こ
と

と
て
も
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　
――
今
回
の
丹
沢
音
楽
祭

の
メ
イ
ン
曲
は
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
「
第
九
」
で
す
。
日

本
人
に
な
じ
み
の
深
い
「
第

九
」
で
す
が
、
聴
き
ど
こ
ろ

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
交
響
曲
は
、
人
類
に

残
さ
れ
た
宝
物
の
よ
う
な
作

品
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
第
４
楽
章
に
交
響

曲
の
ジ
ャ
ン
ル
に
初
め
て
人

間
の
声
が
用
い
ら
れ
た
と
い

う
画
期
的
な
ア
イ
デ
ア
。
そ

の
歌
詞
に
は
、
個
人
的
な
情

愛
や
宗
教
的
な
典
礼
に
ま
つ

わ
る
も
の
で
は
な
く
、
「
全

て
の
人
類
は
み
な
兄
弟
に
な

る
」
と
い
う
と
て
も
壮
大
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
自
身
が
強
く
願
っ
て

い
た
こ
と
な
の
で
は
な
い

か
、
と
私
は
考
え
て
い
て
、

演
奏
す
る
と
き
は
言
葉
を
大

切
に
す
る
こ
と
を
い
つ
も
心

が
け
て
い
ま
す
。
多
く
の
不

安
や
困
難
が
世
の
中
を
取
り

巻
い
て
い
る
現
代
で
す
が
、

今
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
歌
詞
を

噛
み
締
め
な
が
ら
「
第
九
」

を
聴
く
意
味
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
み
で
演

奏
さ
れ
る
第
１
楽
章
か
ら
第

３
楽
章
も
素
晴
ら
し
い
傑
作

で
す
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

得
意
と
し
た
作
曲

技
法
の
一
つ
に
、

モ
チ
ー
フ
（
小
さ

な
音
の
ま
と
ま

り
。
例
え
ば
「
運

命
」
の
♪
ジ
ャ

ジ
ャ
ジ
ャ
ジ
ャ
ー

ン
の
よ
う
な
）
を

駆
使
し
て
楽
曲
を

構
成
す
る
と
い
う

方
法
が
あ
り
ま

す
。
「
第
九
」
の

第
１
楽
章
、
第
２

楽
章
は
こ
の
技
法

の
集
大
成
と
言
っ

て
も
良
い
く
ら
い

で
す
し
、
ま
た
、
第
３
楽
章

の
極
上
の
美
し
さ
は
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
内
面
や
人
間

性
に
触
れ
る
よ
う
な
感
覚
も

あ
っ
て
と
て
も
魅
力
的
だ
と

思
い
ま
す
。

　
――
音
楽
家
、
指
揮
者
と

し
て
、
日
ご
ろ
心
が
け
て
お

ら
れ
る
こ
と
、
今
後
の
抱
負

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
い
つ
も
感
謝
を
忘
れ
ず
、

真
摯
に
音
楽
と
向
き
合
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。
コ
ロ
ナ
禍

が
始
ま
っ
た
３
年
前
コ
ン

サ
ー
ト
等
の
活
動
が
全
て
制

限
さ
れ
て
、
私
自
身
も
１
５

０
日
間
指
揮
台
に
立
つ
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
演

奏
家
の
方
達
は
演
奏
を
配
信

し
た
り
、
作
曲
家
の
方
達
は

こ
の
状
況
を
作
品
に
し
た
り

し
て
い
る
の
に
、
指
揮
者
は

一
人
で
は
何
も
出
来
な
い
。

本
当
に
無
力
だ
な
、
と
改
め

て
実
感
し
た
ん
で
す
ね
。
で

す
か
ら
、
作
品
を
産
み
出
し

遺
し
て
く
れ
た
作
曲
家
、
一

緒
に
演
奏
を
し
て
く
れ
る
演

奏
家
の
み
な
さ
ん
が
い
ら
し

て
こ
そ
、
指
揮
者
と
い
う
仕

事
は
成
り
立
つ
の
だ
と
い
う

こ
と
を
大
切
に
し
て
こ
れ
か

ら
も
活
動
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

　
――
今
コ
ロ
ナ
禍
、
紛
争

な
ど
世
界
を
ゆ
る
が
す
情
勢

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
音
楽

の
持
つ
力
に
つ
い
て
、
お
聞

か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

　
音
楽
に
は
、
直
接
人
の
命

を
救
っ
た
り
争
い
を
止
め
た

り
す
る
よ
う
な
力
は
残
念
な

が
ら
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、

き
っ
と
人
と
人
の
心
を
つ
な

ぐ
力
が
あ
る
と
私
は
信
じ
て

い
ま
す
。
中
学
３
年
生
の
と

き
、
音
楽
家
を
目
指
す
こ
と

に
な
っ
た
大
き
な
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。
正
義
感
の
強

か
っ
た
私
は
、
将
来
は
法
律

の
勉
強
を
し
た
い
な
と
漠
然

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

音
楽
は
好
き
で
続
け
て
い
ま

し
た
。
そ
の
頃
通
っ
て
い
た

音
楽
教
室
の
海
外
公
演
の
メ

ン
バ
ー
に
選
ん
で
い
た
だ
い

て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で
演
奏
す

る
機
会
に
恵
ま
れ
た
の
で
す

が
、
そ
の
公
演
が
当
時
の
首

相
故
イ
ツ
ハ
ク
・
ラ
ビ
ン
氏

の
夫
人
が
関
わ
る
団
体
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演
だ
っ
た

ご
縁
で
、
首
相
官
邸
で
の
昼

食
会
に
招
か
れ
ま
し
た
。
ラ

ン
チ
の
後
、
ラ
ビ
ン
氏
の
選

ん
だ
音
を
テ
ー
マ
に
し
て
私

が
ピ
ア
ノ
で
即
興
演
奏
を
し

た
の
で
す
が
、
そ
の
演
奏
を

本
当
に
喜
ん
で
く
だ
さ
っ

て
、
奥
様
と
と
も
に
温
か
い

拍
手
と
抱
擁
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
が
心
か
ら
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
中
学
生
の
拙

い
英
語
で
は
伝
わ
り
き
ら
な

か
っ
た
気
持
ち
が
、
音
楽
を

通
し
て
通
じ
合
っ
た
よ
う
な

感
覚
で
し
た
。
し
か
し
、
最

後
に
お
会
い
し
た
４
日
後
、

首
相
は
反
和
平
派
の
凶
弾
に

倒
れ
ま
す
。
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
ま
で
受
賞
し
た
人
の
命

が
、
た
っ
た
３
発
の
銃
弾
で

散
っ
て
し
ま
う
。
正
義
と

は
？
法
律
と
は
？
と
思
春
期

の
多
感
な
価
値
観
は
ガ
ラ
ガ

ラ
と
崩
れ
、
自
分
は
何
を
一

生
か
け
て
や
る
べ
き
な
の
か

と
悩
み
ま
し
た
。
そ
の
中
で

ラ
ビ
ン
氏
と
夫
人
と
、
音
楽

で
心
が
通
じ
合
っ
た
あ
の
感

覚
が
や
は
り
忘
れ
ら
れ
ず
、

心
を
つ
な
ぐ
音
楽
を
一
生
の

仕
事
に
し
た
い
と
決
心
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
――
最
後
に
当
日
来
館
さ

れ
る
お
客
様
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
日
こ
の
場
所
で
し
か

味
わ
え
な
い
一
期
一
会
の
音

楽
の
時
間
を
、
皆
さ
ま
と
過

ご
せ
ま
す
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
壮
大
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
全
身
全
霊
で
演
奏
し
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
会
場
に
足

を
お
運
び
下
さ
い
！

　
――
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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丹
沢
音
楽
祭
の
歴
史
紐
解
く

　
コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
と
な
っ

て
い
た
「
丹
沢
音
楽
祭
」
が

な
地
域
文
化
の
創
造
と
参

加
」
を
目
的
に
、
県
央
５
市

町
村
で
音
楽
活
動
を
行
う

人
々
の
情
熱
か
ら
発
案
さ
れ

た
。
第
１
回
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

は
主
催
の
秦
野
市
・
同
祭
実

行
委
員
会
・
秦
野
市
文
化
会

館
事
業
協
会
の
ほ
か
、
秦
野

市
・
伊
勢
原
市
・
厚
木
市
・

愛
川
町
・
清
川
村
の
教
育
委

員
会
や
県
央
合
唱
連
盟
、
秦

野
市
音
楽
協
会
が
後
援
に
名

を
連
ね
て
い
る
。
音
楽
と
と

も
に
こ
よ
な
く
故ふ

る
さ
と郷
「
丹

沢
」
を
愛
す
る
音
楽
仲
間
の

協
調
と
友
好
の
輪
を
広
げ
、

市
民
に
よ
る
手
づ
く
り
の
音

楽
祭
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
「
丹
沢

音
楽
祭
」
と
命
名
さ
れ
た
旨

も
記
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
丹
沢
の
山
開
き
や

同
音
楽
祭
で
多
く
の
市
民
・

岳
人
に
歌
い
継
が
れ
て
い
る

「
丹
沢
讃
歌
」
も
こ
の
時
誕

生
・
献
呈
さ
れ
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
発
表
さ

れ
た
。
作
詞
は
市
内
在
住
の

児
童
文
学
者
・
森
一
歩
氏
、

作
曲
は
秦
野
出
身
・
在
住
で

新
交
響
楽
団
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響

楽
団
団
員
、
東
京
室
内
管
弦

楽
団
指
揮
者
等
を
歴
任
し
当

時
の
市
音
楽
協
会
長
を
務
め

て
い
た
加
藤
正
二
氏
が
担

当
。
２
０
０
５
年
に
は
歌
碑

が
制
作
さ
れ
、
県
立
秦
野
戸

市
民
ら
の
情
熱
で
始
ま
り
、
紡
ぐ

２
月
26
日
㈰
、
午
後
２
時
か

ら
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
３

川
公
園
の
風
の
吊
り
橋
付
近

に
建
立
さ
れ
て
い
る
。

様
々
に
形
を
変
え

　
市
制
施
行
30
周
年
か
つ
文

化
会
館
開
館
５
周
年
を
迎
え

た
第
２
回
丹
沢
音
楽
祭
で

は
、
前
年
の
合
唱
と
は
趣
向

を
変
え
管
弦
楽
祭
に
。
翌
年

の
第
３
回
は
ア
マ
チ
ュ
ア
だ

け
の
第
１
回
・
２
回
と
異
な

り
、
神
奈
川
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団
と
指
揮
者
に

黒
岩
英
臣
氏
を
迎
え
、
現
在

の
形
で
あ
る
市
民
合
唱
団
公

募
の
形
式
を
と
っ
た
。

　
第
４
回
は
丹
沢
野
外
彫
刻

展
と
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
合
わ
せ
た
２
部
制
と
な

り
、
彫
刻
展
で
は
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
初

の
野
外
演
奏
を
実
施
。
第
６

回
も
２
部
開
催
、
第
９
回
で

は
半
年
に
わ
た
り
５
回
（
う

ち
１
回
は
雨
天
の
た
め
中

止
）
開
催
、
市
制
施
行
50
周

年
の
年
と
な
っ
た
第
20
回
で

は
記
念
事
業
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
飾
る
な
ど
、
様
々
な
形
態

で
紡
が
れ
て
き
た
。

世
界
的
指
揮
者
迎
え

　
第
22
回
の
東
京
混
声
合
唱

団
秦
野
市
特
別
公
演
で
は
、

当
時
最
年
少
で
同
合
唱
団
指

揮
者
に
就
任
し
、
現
在
世
界

的
な
指
揮
者
と
し
て
活
躍
す

る
秦
野
出
身
の
山
田
和
樹
氏

が
初
出
演
し
た
。
そ
の
後
も

た
び
た
び
指
揮
や
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
を
務
め
、
地
域
の

音
楽
文
化
振
興
だ
け
で
な
く

世
界
水
準
の
質
の
高
い
演
奏

に
触
れ
ら
れ
る
機
会
に
も

な
っ
て
い
る
。
33
回
目
と
な

る
今
回
も
「
第
九
」
を
メ
イ

ン
に
、
２
０
０
９
年
に
Ｎ
ｅ

ｗ
ｓ
ｗ
ｅ
ｅ
ｋ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

誌
で
「
世
界
が
尊
敬
す
る
日

本
人
１
０
０
人
」
に
選
ば
れ

２
０
１
３
年
に
第
12
回
齋
藤

秀
雄
メ
モ
リ
ア
ル
基
金
賞
を

受
賞
し
た
指
揮
者
・
三
ツ
橋

敬
子
氏
と
、
東
京
シ
テ
ィ
・

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
管
弦

楽
団
が
招
致
さ
れ
る
。

風の吊り橋そばの丹沢讃歌の碑

クアーズテック秦野カルチャーホール（文化会
館）に資料として残る第１回と２回のプログラム

年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ

る
。
市
民

の
手
で
１

９
８
４
年

か
ら
連
綿

と
続
く
音

楽
祭
の
歴

史
を
紐
解

い
た
。

　
同
音
楽

祭
は
「
人

間
性
豊
か

vol.3
～丹沢音楽祭特集～

History

1986年4月13日に開催された「第3
回丹沢音楽祭」の様子。文化会館に
残されていた写真資料の中で最も古
いのもの。演奏曲目は、「丹沢讃
歌」「ベートーヴェン　ピアノ協奏
曲 第5番 皇帝」「モーツァルト　戴
冠ミサ曲ハ長調k.v.317」だった。

本番へ向け練習も佳境！
第33回丹沢音楽祭合唱団
２月26日、舞台に立つのは約１３０人の市民合唱
団。昨年10月から月２回の練習に加え、初心者
は実行委員会による特別練習にも参加し準備を
整えている。秦野の第九を成功させよう、歌声を
丹沢の山々へ、そして世界に平和の歌声を響か
せようという気概と喜愛に満ちた合唱団

約200人が支援登録をしている「フード
バンクはだの」を立ち上げた

福嶋 秀樹さん
名古木在住　52歳

貧
困
家
庭
の
深
刻
化
に
危
機
感

　
○
…
始
め
た
き
っ
か
け
は

コ
ロ
ナ
禍
。
東
海
大
学
駅
前

で
不
動
産
業
を
営
む
が
、
職

業
柄
部
屋
を
貸
し
て
い
る
学

生
の
生
活
が
見
え
て
い
た
た

め
、
危
機
感
を
抱
き
２
０
２

０
年
８
月
に
立
ち
上
げ
た
。

根
底
に
あ
る
の
は
、
経
済
的

な
困
窮
を
経
験
し
た
こ
と
が

あ
る
幼
少
期
の
記
憶
。
こ
の

時
、
周
囲
の
人
た
ち
の
お
す

そ
分
け
に
助
け
ら
れ
、
「
今

度
は
自
分
の
番
」
と
自
然
と

体
が
動
い
た
と
い
う
。

　
○
…
フ
ー
ド
バ
ン
ク
は
だ

の
は
、
３
・
11
が
き
っ
か
け

で
始
め
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

発
展
さ
せ
た
活
動
「
南
相
馬

子
ど
も
保
養
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
運
営
す
る
。
当
初
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
者
か
ら

の
寄
付
中
心
、
窓
口
も
自
社

の
み
だ
っ
た
が
今
で
は
秦
野

駅
・
渋
沢
駅
エ
リ
ア
に
窓
口

の
協
力
店
が
で
き
、
市
内
を

中
心
に
企
業
・
個
人
・
団
体

の
支
援
者
も
増
え
た
。
計
画

は
順
調
で
「
あ
と
２
カ
所
窓

口
を
増
や
し
た
い
。
将
来
的

に
は
災
害
時
の
食
料
提
供
が

で
き
る
よ
う
な
組
織
に
し
た

い
」
と
展
望
を
語
る
。

　
○
…
和
歌
山
県
生
ま
れ
。

２
人
の
子
ど
も
の
父
。
小
２

の
１
学
期
ま
で
小
田
原
で
過

ご
し
、
父
が
松
屋
不
動
産
を

開
き
秦
野
に
。
大
根
小
・

中
、
秦
野
高
校
、
駒
澤
大
学

か
ら
不
動
産
会
社
勤
務
を
経

て
家
業
に
戻
り
、
会
社
を
継

い
だ
。
各
地
の
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
養
護
学
校
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
や
、
過

去
に
は
子
ど
も
向
け
の
サ
ッ

カ
ー
教
室
を
主
催
す
る
な
ど

「
子
ど
も
の
笑
顔
」
を
原
動

力
に
精
力
的
に
活
動
す
る
。

　
○
…
「
コ
ロ
ナ
禍
以
上

に
、
物
価
高
騰
が
続
く
今
の

方
が
深
刻
度
が
増
し
て
い
る

と
感
じ
る
」
と
危
機
感
を
募

ら
せ
る
。
中
に
は
市
外
か
ら

訪
れ
る
人
も
い
る
と
い
う
。

「
コ
ロ
ナ
禍
の
自
粛
に
よ
る

人
間
関
係
分
断
で
、
誰
に
頼

れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と

い
う
人
が
増
え
て
い
る
の
も

あ
る
の
で
は
。
取
り
組
み
を

も
う
一
段
発
展
さ
せ
る
に

は
、
窓
口
ま
で
来
ら
れ
な
い

人
の
元
に
ど
う
や
っ
て
届
け

る
か
が
大
き
な
課
題
。
今
後

は
行
政
や
社
会
福
祉
協
議
会

と
の
協
力
も
視
野
に
入
れ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

大
切
な
車
を｢

高
価
買
取｣

普
通
車
３
万
～
買
取
保
証

　ウ
ィ
ル 

グ
リ
ー
ン

　
車
の
売
却
を
検
討
中
の

方
、
地
域
密
着
の
ウ
ィ
ル
グ

リ
ー
ン
は
運
営
コ
ス
ト
を
極

力
削
減
し
買
取
額
に
反
映
！

３
月
15
日
㈬
ま
で
、
「
タ
ウ

ン
見
た
！
」
で
普
通
車
は
３

万
円
～
、
軽
自
動
車
は
２
万

円
～
買
取
保
証
！
売
却
は
自

動
車
税
基
準
日
前

の
年
度
内
が
お
す

す
め
。
手
数
料
、

出
張
査
定
無
料
！

神奈川県公安委員会許可番号
第452680012841号

不動車
OK!

走行距離
10万㎞超

車検切れ

私が伺います！
出張査定無料
☎0463
64・2646

----- 入れ子用データ用台紙 -----
A001191043

平安レイサービ ス（株）湘和会堂秦野 .indd

　国
道
２
４
６
号
線
「
ひ
ば
り
ヶ
丘
信
号
」
そ
ば
に
あ
り
、
フ
ロ

ア
貸
切
で
利
用
で
き
る
葬
祭
施
設
「
湘
和
会
堂
秦
野
」
に
は
、
日

々
葬
儀
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
と
い
う
。
今
回
は
相
談
の
多
い
「
費

用
」
に
つ
い
て
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
・
流
れ
や
段
取
り

に
つ
い
て
教
え
て
下

さ
い

Ａ
・
当
社
で
は
ご
葬
儀

に
必
要
な
用
品
も
ご
要

望
や
ご
予
算
に
合
わ
せ

自
由
に
お
選
び
頂
く
こ

と
が
で
き
、
お
見
積
り

も
ご
提
示
致
し
ま
す
。

葬
儀
社
の
中
に
は
「
葬

儀
一
式
」や「
祭
壇
一
式
」

「
料
理
・
返
礼
品
は
別

途
」
な
ど
分
か
り
づ
ら

い
見
積
り
を
提
示
す
る

場
合
も
あ
り
、
内
訳
を

説
明
し
て
も
ら
う
事
が

大
切
で
す
。

フロア貸切型葬祭施設　湘和会堂 秦野
「費用や流れを知っておきたい」

な
し
を
重
視
し
た
い
」「
好

き
な
花
で
送
り
た
い
」
な

ど
の
ご
要
望
に
細
や
か
な

お
見
積
り
で
対
応
し
ま
す
。

Ｑ
・
事
前
に
金
額
の

相
談
を
す
る
こ
と

は
出
来
ま
す
か
？

Ａ
・
は
い
。
当
社

で
は
事
前
に
相

談
で
き
、
パ
ッ
ク

形
式
で
は
な
く

必
要
な
項
目
だ

け
を
お
選
び
頂

け
ま
す
の
で
「
参

列
者
へ
の
お
も
て

　ま
た
、
最
近
は
夜
間
の

ご
逝
去
後
で
も
「
金
額
を

確
認
し
て
か
ら
決
め
た

い
」
と
い
う
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
費
用

の
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て

は
24
時
間
で
対
応
し
て

い
ま
す
。

へいあんグループ「平安レイサービス㈱」では年間2,300件を超える生前相談を承っています

数名の家族葬専用式場を完備

来館・メール共に匿名相談も可

ご安置のための貸切個室
貴殯室（きひんしつ）

24時間いつでも
面会が可能

もしもの時は専用の貸切個室にご安置

遺影を包むように生花で彩る『追悼生花祭壇』

新提案

追悼生花祭壇：意匠登録第1584073号

伊地知館長
話を聞いた

134

水無川 ファミリーマート

●

●

●

●

秦野
警察署

市役所

渋沢駅
小田急秦野駅

出雲大社
日赤

イオン
ひばりヶ丘

若松町

渋沢駅入口

秦野斎場
●

●

東京電力フォルテ
秦野

下落合入口

西大竹

河原町

246

国道246号線
「ひばりヶ丘」信号そば

駐車場完備

0120-24-81302365日24時間対応

毎日10～17時：
施設見学・
事前相談受付

「互助会のご利用」ご相談下さい／引き続きウイルス感染予防 対策中

しょうわ   秦野メールでのご相談は 匿名相談可

家族葬式場
（～10名様）

家族葬式場で送るオリジナルの「追悼壇」と「花園」での
葬儀例。追悼壇や花園は家族の要望で自由に選べる

追 悼 壇：商標登録第5471289号
花園灯り：意匠登録第1397595号
追 悼 壇：商標登録第5471289号
花園灯り：意匠登録第1397595号

追悼壇での葬儀例

館
料
１
６
５
０
円
◎
土
曜
日

＝｢

ち
び
っ
こ
デ
ー｣

小
学
生

／
幼
児
入
館
料
４
０
０
円
引

※
価
格
は
全
て
税
込
▽
３
日

㈮
／
節
分
恵
方
巻
販
売
▽
11

日
㈯
～
14
日
㈫
／
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
デ
ザ
ー
ト
販
売
▽
21

日
㈫
／
14
時
歌
謡
シ
ョ
ー
♪

逸
見
敏
博
さ
ん
、
松
本
あ
ゆ

み
さ
ん
▽
26
日
㈰
／｢

風
呂

の
日｣

ポ
イ
ン
ト
３
倍
デ
ー

▽
２
月
18
日
㈯
～
／
春
の
ポ

イ
ン
ト
大
還
元
祭
開
催
※
各

催
し
人
数
制
限
あ
り
、
状
況

に
よ
り
変
更
あ
り
。
問
は
だ

の･

湯
河
原
温
泉
万
葉
の
湯

(

河
原
町
２
の
54
）☎
０
４
６

３･

８
５･

４
１
２
６

　は
だ
の･

湯
河
原
温
泉
万

葉
の
湯
で
は
、
感
染
症
予
防

対
策
を
実
施
し
通
常
営
業
を

行
っ
て
い
る
。
利
用
の
際
に

は
感
染
対
策
に
ご
協
力
を
。

　春
の
ポ
イ
ン
ト
大
還
元
祭

事
前
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
催
中

(

～
２
月
17
日
㈮)

◎
月
曜
日

＝｢

レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ー｣

女
性

限
定
入
館
料
１
６
５
０
円
◎

火
曜
日
＝｢

シ
ニ
ア
デ
ー｣

60

歳
以
上
限
定
入
館
料
１
６
５

０
円
※
年
齢
確
認
有
◎
水
曜

日
＝｢

サ
ウ
ナ
イ
ベ
ン
ト
開

催｣

◎
木
曜
日
＝｢

ポ
イ
ン
ト

入
館
優
待
デ
ー
／
１
１
５
０

Ｐ
で
ご
入
館｣

◎
金
曜
日
＝

｢

メ
ン
ズ
デ
ー｣

男
性
限
定
入

万
葉
の
湯

　は
だ
の
館

２
月
イ
ベ
ン
ト
情
報

今号で興味を持った記事、印象に残って
いる記事など感想を書いて、郵便番号、

住所、氏名、年齢、職業、電話番号を明記の上、ハガキ
（〒257-0003秦野市南矢名一丁目5-13-4F）か
E-mail（hadano@townnews.co.jp）またはFAX
（0463・77・3337）で、タウンニュース秦野編集室「万葉の
湯」係まで。締め切りは2023年2月3日㈮消印有効。当選者
の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。※ご
応募いただいた情報は発送以外の目的には使用しません。

応 募

湯河原温泉から毎日はこ
ばれる本物の温泉を楽し
める万葉の湯はだの館

■万葉の湯はだの館 ☎０４６３・８５・４１２６

読者プレゼント読者プレゼント読者プレゼント
万葉の湯 はだの館
無料招待券を５組１０名様に

市
長
動
向

１
月
16
日
～
21
日

　▽
１
月
16
日
㈪
／
市
議
会

全
員
協
議
会
、
内
田
副
市

長
、
予
算
査
定
、
各
部
決

裁
、
広
報
編
集
会
議
▽
17
日

㈫
／
内
田
副
市
長
、
髙
橋
副

市
長
、
予
算
査
定
、
政
策
会

議
、
予
算
査
定
、
秦
野
青
年

会
議
所
新
年
賀
詞
交
歓
会
▽

18
日
㈬
／
秦
野
市
伊
勢
原
市

環
境
衛
生
組
合
行
政
視
察

（
岡
山
県
真
庭
市
）
▽
19
日

㈭
／
秦
野
市
伊
勢
原
市
環
境

衛
生
組
合
行
政
視
察
（
岡
山

県
総
社
市
）
▽
20
日
㈮
／
内

田
副
市
長
、
建
設
部
長
ほ
か

事
務
調
整
、
予
算
査
定
、
秦

野
市
市
営
住
宅
審
議
会
・
横

溝
会
長
、
は
だ
の
魅
力
づ
く

り
担
当
部
長
ほ
か
事
務
調

整
、
予
算
査
定
▽
21
日
㈯
／

秦
野
市
教
育
功
労
者
等
表
彰

式
、
は
だ
の
っ
子
ア
ワ
ー
ド

表
彰
式

令和5年 2月12日日
神奈川県議会議員

神倉ひろあき事務所 秦野市寿町1－25

神倉ひろあき

皆様のご参加をお待ちしております皆様のご参加をお待ちしております
問
合
せ

☎0463（81）5286　N0463（81）5296

会場／

受付／午後12:30～
開会／午後1:30

クアーズテック秦野
カルチャーホール
（秦野市文化会館）
大ホール

のご案内

入場
無料

紅
白
梅
、
ほ
こ
ろ
ぶ

秦
野
戸
川
公
園
で
開
花

　神
奈
川
県
立
秦
野
戸
川
公

園
（
秦
野
市
堀
山
下
１
５
１

３
）
で
梅
の
花
が
咲
き
始
め

て
い
る
。

　茶
室
の
近
く
に
あ
る
「
山

里
庭
園
」
に
は
白
梅
と
紅
梅

が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
取
材

に
訪
れ
た
１
月
23
日
に
は
、

濃
い
ピ
ン
ク
色
の
花
を
咲
か

せ
る
紅
梅
が
、
い
ち
早
く
開

花
を
迎
え
て
い
た
。
白
梅
は

ま
だ
花
は
ち
ら
ほ
ら
。
場
所

に
よ
っ
て
は
蕾
が
多
い
木
も

あ
り
、
見
頃
は
こ
れ
か
ら
と

な
り
そ
う
だ
。

　い
ま
山
里
公
園
で
見
頃
を

迎
え
て
い
る
の
は
ス
イ
セ

ン
。
石
垣
に
沿
っ
て
群
生
で

咲
い
て
お
り
、
梅
と
の
コ
ラ

ボ
が
楽
し
め
る
。
背
景
に
は

風
の
吊
り
橋
も
見
え
、
カ
メ

ラ
を
向
け
る
人
の
姿
も
あ
っ

い
ち
早
く
咲
き
出
し
た
紅
梅
の
花

た
。　同

園
に
よ
る
と
、
パ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
前
の
河
津
桜
も
一

輪
、
咲
き
始
め
た
と
い
う
。

こ
れ
か
ら
同
園
は
花
の
季
節

を
迎
え
る
。

森
の
中
の
音
楽
会

２
月
12
日

　奥
津
国
道
美
術
館

　
奥
津
国
道
美
術
館
（
曽
屋

１
７
５
８
）
で
２
月
12
日

㈰
、
「
チ
ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ
に

よ
る
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
開
催
さ
れ
る
。
午
後
３
時

開
演
（
午
後
４
時
30
分
終
演

予
定
）
。

　
森
の
中
の
音
楽
会
と
し
て

人
気
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン

サ
ー
ト
。
秦
野
出
身
の
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ニ
ス
ト
・
石
井
貴
子

さ
ん
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。
今

回
は
チ
ェ
リ
ス
ト
の
石
井
沙

和
子
さ
ん
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

佐
々
木
光
さ
ん
を
迎
え
る
。

　
演
奏
曲
目
は
組
曲
『
動
物

の
謝
肉
祭
』
よ
り
〜
白
鳥
〜

（
サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス
）
、

チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ
タ 

ト
短
調 

Ｏ
ｐ
．
65
（
シ
ョ
パ
ン
）
、

愛
の
夢
（
リ
ス
ト
）
、
無
伴

奏
チ
ェ
ロ
組
曲 

第
1
番 

ト

短
調 

Ｂ
Ｗ
Ｖ
．
１
０
０
７

『
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
』
『
サ
ラ

バ
ン
ド
』
『
ジ
ー
グ
』

（
バ
ッ
ハ
）
　
他
。

　
デ
ザ
ー
ト
セ
ッ
ト
付
・
入

館
料
込
み
で
一
般
３
５
０
０

円
、
小
学
生
以
下
１
５
０
０

円
。
２
歳
以
下
は
膝
上
鑑
賞

無
料
。
予
約
制
・
先
着
30

人
。
申
込
み
は
同
美
術
館
☎

０
４
６
３
・
２
６
・
７
３
１

２
（
午
前
10
時
か
ら
午
後
４

時
）
へ
。
水
・
木
休
館
。

観覧受付中
石
井
沙
和
子
さ
ん
（
チ
ェ
ロ
）

佐
々
木
光
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）


